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ま　え　が　き

19世紀に発明されたプラスチックは自然界には存在せず，透明性や耐水性

が高く，軽量でさまざまな形に加工でき，丈夫で腐食しないなど優れた特性を

持つ素材である。おもに，原油などの化石資源から新しく合成され，種類に

よっては安価なため，耐久性・分離困難性があるにもかかわらず，短期間で使

い捨てられ，大量の廃棄物となる。環境中にそのまま投棄され，あるいは焼却

されることで二酸化炭素や他の有害物質が環境中に排出され，多くの環境問題

を引き起こしてきた。

近年，世界的に廃プラスチック問題が注目されており，今後私たちは，プラ

スチックの過剰な使用を抑制し，賢く利用していく必要がある。そのためには

廃プラスチック問題を正しく理解する必要がある。

2020年の日本の廃プラスチックは約 822万 tで，前年に比べ 22万 t減った。

その処理方法としては，マテリアルリサイクル 21％，ケミカルリサイクル

3％，エネルギー回収（サーマルリサイクル）62％で，三つを合わせると 86％

と高いリサイクル率である。エネルギー回収の比率が高いのが日本の特徴であ

る。

また，日本の廃棄物処理の体制は大変優れており，埋立ての比率が 8％と欧

米に比べはるかに少ない。これは日本が世界に誇れるところである。一方，日

本の課題としては，マテリアルリサイクルのうちの 7割が海外への輸出で，国

内での処理は 3割に過ぎないことである。しかも中国が 2017年 12月に輸入

禁止したことから，その分の廃プラスチックを国内で処理する必要にも迫られ

ている。また，国内でマテリアルリサイクルされる廃プラスチックのほとんど

が PETボトルであり（推定 49万 t），包装フィルム用 3P（ポリエチレン，ポ

リプロピレン，ポリスチレン），PVC（ポリ塩化ビニル）のリサイクルは合わ

せても推定 25万 t程度と少ない。

このように，現状では日本はエネルギー回収の比率が高いが，EUではエネ
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ii　　　ま 　 え 　 が 　 き　

ルギー回収はマテリアルリサイクルよりも価値の低いものと見ており，マテリ

アルリサイクルを中心とした循環経済への移行を加速する戦略を進めている。

しかしながら，海洋プラスチック問題がグローバルな環境問題として注目され

ていることから，日本でもこれをプラスチック資源循環問題として受け止め，

循環経済へと政策重点がシフトされつつある。SDGs（持続可能な開発目標）

の課題で言えば，SDG14の海洋環境の保全から SDG12の資源の有効利用（資

源循環）へと重点が移行している。

本書では，廃プラスチックによって具体的にどのような問題が生じているの

か，またそれらに対してどのような取組みがなされているのかを資源循環社

会，法制度，技術的対応などの観点からまとめ，科学的な根拠とともに紹介を

する。なお，本書は日本エネルギー学会編として，リサイクル部会を中心に編

集委員会を組織し，学会創立 100周年記念事業の一環として出版すべく，準

備が進められてきたものである。

本書が廃プラスチック問題，環境問題に関わる研究者・技術者，NPO等市

民団体，行政担当者など幅広い方々の一助となれば幸いである。

2022年 12月

「廃プラスチックの現在と未来」編集委員長（リサイクル部会長）行本 正雄
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1.1　循環経済論から見たプラスチック問題

1.1 .1　は　じ　め　に

2015年 EU委員会から『循環経済パッケージ』1）†1が提示されて以来，資源

の高度な循環利用を実現する新しい資本主義経済作り，いわゆる循環経済（cir-

cular economy）の構築が世界の各国で始まった。日本は，いち早く 1999年に

は『循環経済ビジョン』2）を発表し，2000年の循環型社会形成推進基本法の公

布によって循環経済に向けて制度作りを始めている。その後立て続けに個別リ

サイクル法†2を施行した後，2020年には『循環経済ビジョン 2020』3）を打ち出

し，経済と環境のウインウインを具現化した政策概念を提示している。

しかしながら，資源の高度な循環利用の実現を妨げる要因も少なくなく，循

環経済への道筋は平坦ではない。その要因の一例が廃プラスチックである。プ

ラスチック製品・部品・素材（以下，プラスチック資源と呼ぶ）は機能性が高

く便利なため，産業や生活のすみずみにまで入り込んでいる。だが，経済行動

に廃棄の費用が織り込まれていたわけではなく，そのため廃プラスチックの排

出量は増加の一途をたどり，処理困難性の問題や海洋汚染問題などを引き起こ

した。こうした問題に対応するために，日本は 1995年に容器包装に係る分別

†1 肩付番号は，章末の文献番号を示す。
†2 容器包装リサイクル法，家電リサイクル法，食品リサイクル法，建設リサイクル法，

自動車リサイクル法，小型家電リサイクル法のリサイクルに関連する六つの法律の
こと。このうち，容器包装リサイクル法と家電リサイクル法については 3 .2節も参
照。なお，これらに加えて，2022年よりプラスチック資源循環促進法（1 .1 .5参照）
が施行された。

廃プラスチックに
関わる諸問題

Chapter

1
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2　　　1.　廃プラスチックに関わる諸問題　

収集及び再商品化の促進等に関する法律（容器包装リサイクル法）を制定，

2000年に完全施行した。また，2020年からはプラスチック製買い物袋（レジ袋）

の有料化を制度化した。さらに，2021年にはプラスチックに係る資源循環の

促進等に関する法律（プラスチック資源循環促進法）が制定され，プラスチッ

ク資源の高度な資源循環に向けて新しい社会経済システム作りが始動した。

もとより，プラスチック資源の高度な循環利用は，その他の製品・部品・素

材と切り離して考えることはできず，マクロ的な循環経済の中に一つの重要要

素として位置づけられるべきものと考えられる。そこで本節では，循環経済と

いう視点からプラスチック資源の高度な循環利用のあるべき姿を検討すると同

時に，プラスチック資源の高度な循環利用から循環経済全体をどう見通せるの

か，環境経済学的な立場から論じることを目的とする。

1.1 .2　循環経済とは何か

一口に「循環経済」といってもその解釈は多様であり，科学的な意味での厳

密な定義は困難である 4）。しかし，多くの論者の述べる循環経済の概念から共

有できる部分を取り出すと，およそつぎのような理解に落ち着くのではないか

と思われる。すなわち，循環経済とは，経済系に投入された資源を循環的に利

用することでその投入量を最小化するとともに資源から得られる付加価値を最

大化し，同時に自然環境中に排出する残余物を最小にするような経済である。

それではなぜいま，循環経済の構築が求められているのだろうか。その理由

は，厳しくなる一方の環境制約と資源制約という二つの制約に経済社会が服す

るようになったためと考えられる。環境制約とは，人間が経済活動から残余物

を自然環境中に排出することがますます困難になってくることに由来する制約

であり，液状，気体状，固形状のあらゆる残余物の排出の抑制が求められてい

る。一方，資源制約とは，あらゆる資源の獲得がますます経済的に困難になっ

てくることに由来する制約であり，資源の経済系への投入を抑制することが求

められている。この後者の制約は二重の資源制約として特徴づけられる。ここ

でいう二重の資源制約とは，天然資源（特に，再生不可能な天然資源）と廃棄
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　1 .1　循環経済論から見たプラスチック問題　　　3

物の最終処分場という二つの資源のピークアウトによって経済活動に課される

制約のことである。

まず，こうした制約を市場経済メカニズムのみで克服することが困難である

ことを説明しておこう。

最初に，前者の環境制約だが，液状，気体状，固形状のいずれの性状のもの

にしろ，残余物を自然環境中に排出することで生じる環境被害などの社会的費

用は経済学でいう外部不経済†1であり，市場メカニズムでこの問題を解決する

ことができない。外部不経済を内部化するためにはなんらかの政策が必要とな

る。例えば，海洋プラスチック問題を市場原理のみで解決することが困難なこ

とは，だれの目から見ても明らかだろう。

つぎに，後者の資源制約であるが，天然資源の経済系への投入についていえ

ば，その持続的な利用は市場経済のみでは達成できない。その理由は，市場原

理主義経済学の想定とは異なり，現在世代は将来世代のことを考えて資源利用

することはないからである。このため，市場メカニズムだけでは天然資源の

ピークアウトが早まるために持続的な利用がなされず，将来世代の経済厚生†2

が損なわれることになる。また，使用済み製品・部品・素材（以下，静脈資源

と呼ぶ）の排出についていえば，情報の二重の非対称性のゆえに，静脈資源の

取引きや処理にひずみが生じてしまう。ここでいう情報の二重の非対称性と

は，①　排出者が処理事業者に排出物の組成・内容情報を伝えないことからく

る情報の偏り，および　②　処理事業者が排出事業者に処理内容を伝えないこと

からくる情報の偏りのことである。排出者は生産技術の知的所有権に関する情

報が公になることを恐れて残余物の内容・組成情報を出したがらないし，他

方，処理事業者の中には処理費用を不正に抑制する動機から処理内容の情報を

隠すものがいる。また，情報発信には費用が掛かることから，意図的ではない

†1 外部不経済とは，市場の外側で発生し，個人や企業などの主体の意志とは関係なく
各主体に押し付けられる費用ないし不利益のことである。なお，こうした費用ない
し不利益をなんらかの形で市場取引きに反映させることを「内部化」と呼ぶ。

†2 経済厚生とは，経済活動によって得られる便益ないし満足の度合いのことで，「効用」
と表現されることもある。

廃プラスチックの現在と未来.indb   3廃プラスチックの現在と未来.indb   3 2022/12/15   9:48:562022/12/15   9:48:56

コ
ロ
ナ
社



4　　　1.　廃プラスチックに関わる諸問題　

にせよ処理内容が明らかにならない場合もある。こうして，制約のない市場経

済においては，静脈資源の潜在汚染性が現実の汚染として顕在化する可能性が

高くなってしまう。ここで，潜在汚染性とは，資源（製品・部品・素材）や静

脈資源に含まれる環境負荷性のことで，外部不経済として発現する可能性のあ

る性質のことである 5）。

プラスチック資源を例にとって説明しよう。まず，不適正・不適切なやり方

で廃プラスチックを処理し自然環境系に排出することは，法制度的にも倫理的

にも許容されない。廃プラスチックによる海洋汚染の状況から推察されるとお

り，自然環境を著しく破壊し，生物の存在を危うくするおそれがあるからであ

る。それにもかかわらず，不適正な処理がまかり通っているのが現実である。

また，地球温暖化を防止する観点から要請される経済のカーボンニュートラル

化（以下，CN化と呼ぶ）を実現するために，プラスチック資源の使い捨て的

な利用は回避されねばならず，循環利用が必須である。加えて，不適正処理や

不法投棄を防ぎ，逼迫する最終処分（埋立処分）を節約するためには，廃プラ

スチックの排出を最小限に抑制することが不可欠であることは言を俟たない。

それでは，環境制約と資源制約を克服するためにはいかなる措置が必要なの

だろうか。それは，市場の力を借りつつも市場メカニズムだけに依存しないよ

うな形で，資源および静脈資源のフローを人為的に制御することである。これ

が，資源の高度な循環利用を実現する大きな役割を果たすことになる。

1.1 .3　生産物連鎖制御

まず，生産物連鎖（product chain）を定義する。それは，動脈連鎖（通常，

サプライチェーンと呼ぶもの）と静脈連鎖を結合した連鎖を意味する。動脈連

鎖とは，設計，資源抽出，生産，流通販売，消費に関わるすべての連鎖のこと

であり，静脈連鎖とは，排出された静脈資源の回収，収集運搬，処理（中間処

理・リユース・リサイクル），最終処分に関わるすべての連鎖のことである。

先にも述べたとおり，循環経済構築のためには，この生産物連鎖上で資源お

よび静脈資源のフローを制御する必要がある。厳しくなる一方の環境制約と資
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　1 .1　循環経済論から見たプラスチック問題　　　5

源制約の二つの制約を満たしつつ，経済厚生を高め持続的な発展を可能にする

ためには，市場メカニズムを利用しつつも，法制度的措置を講ずることによっ

て人為的にフローを制御する以外に道はない。静脈資源に内在する潜在汚染性

を削減あるいはそれが現実の汚染として顕在化することを回避し，同時に潜在

資源性すなわち静脈資源に内在する資源価値を市場で現実の資源価値として実

現させることによって資源の高度な循環利用が可能になる。そのためには，以

下に述べる三つの責任が生産物連鎖上で円滑に接合されねばならないが，それ

は市場取引の中で実行されるという保証はどこにもない。

三つの責任とは，拡大生産者責任（EPR：extended producer responsibility），

排出者責任，処理事業者責任のことである。この三つの責任が生産物連鎖上で

円滑に接合されてはじめて資源ないし静脈資源のフローが制御され，資源の高

度な循環利用が可能になる。EPRが導入されていなければ廃棄の費用が生産

に反映されず，環境配慮設計（DfE：design for environment）は実現されない

ために，廃棄物の発生回避が進まない。また，EPRが課せられていても排出

者が適正に分別排出を行わないならば，あるいは排出者が適正な処理事業者に

静脈資源を引き渡さなければ，意図的・非意図的にかかわらず不適正処理が行

われたり，極端な場合には不法投棄が起きたりしてしまう。さらには，引き渡

された静脈資源について処理事業者責任が果たされないならば，かりにいくら

DfEが実行されていたとしても，また適正分別排出がなされていたとしても，

資源の高度な循環利用は不可能だろう。このことからわかるように，EPR，排

出者責任，処理事業者責任のどの一つが欠如しても，資源の高度な循環利用の

ための生産物連鎖制御は機能しない。

これらの三つの責任は無制約な市場経済の中で自動的に果たされることもな

いし，また部分的に果たされたとしても円滑な形で接合されることはない。そ

のような経済的な動機はほとんどないからである。これら三つの責任を円滑に

接合するためには，法制度的な措置が必要となる。それは，ハードロー（国や

自治体によって強制力が担保された法規範）とソフトロー（国や自治体などに

よる強制力はないが，人々の行動を制約する非法規範）の集合であり，著者は
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